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    　出典　「秋山眞之」

    （昭和八年、秋山眞之会 編）

    　

    　・本編「晩年編」より抜粋（「将軍と山下氏」は省略）

    　・原本の挿図、写真は省略した

    　・「葬儀，追悼会」本文中の弔辞部分は省略した

    

    　

    　凡例

    　

    ・読みやすいように難読な文字にはルビを付け、句読点を適宜補った。

    ・代名詞、形容動詞、副詞など、現在は主にひらがなで表記されるものが漢字表記になっている場合は基本的にひらがな表記とした。

    ・漢字は新字体に改め、旧仮名遣いは現仮名遣いに改めた。

    　

    


    
        自筆の戦記

        　

        　明治三十八年九月、連合艦隊旗艦三笠が佐世保軍港内で爆沈した時、普通ならば将軍もあの災厄にかかって不慮の死を遂げたであろうと思われるが、運良く死を免れることが出来た。

        　というのは、その時将軍は休戦条約締結のため、島村速雄氏委員長のもとに委員となり、軍艦磐手に乗って朝満国境方面に出張していたので災厄を免れたのだった。

        　その休戦談判は島村委員長のもとに、将軍が充分の働きをした事は想察余りあるが、休戦条件等に就いては、東郷長官も加藤参謀長も大抵委員に一任して細かい指図はしなかったので、大変談判がしよく、順調に進んだと言われている。

        　三笠爆沈は、将軍の身の上には何のかかわりもなかったが、将軍自筆の戦記が駄目になったのは、ひとり戦史研究家のみならず我が海軍それ自身のためにも痛惜おくべからざるものである。戦争中将軍はあの多忙な先任参謀としての任務に日もこれ足らざる有様でありながら、自ら観、自ら感ずる所にしたがって、戦争の経過、彼我作戦の批判、その他戦争に関するあらゆる事項に就いて詳細に記述し、それが集まって相当大部のものになって三笠の幕僚室に蔵せられていたのだが、右の災厄に遭ってまた用うべからざるに至った。

        　

        

    

    
        再び教官となる

        　

        　日露戦争で赫々の偉勲を樹てた将軍が、戦後我が海軍の偉材として次々に重要任務に就いた事はいうまでもないことである。

        　明治三十八年、戦後の帝国議会は、秘密会を開いて陸海軍から宣そう経過の報告を聴取した。

        　報告はそれぞれ二時間にわたる長時間のものであったが、その時の経過報告で海軍の説明役が即ち我が秋山真之将軍で、当時は中佐であった。

        　その時の秋山将軍の報告演説はなかなか立派なものだったそうだが、その秘密会に出席した議員達がちょっと奇異に感じたのは代表報告者が陸軍は少将級(松川少将)だったのに対し、海軍はそれよりずっと下級の一中佐を以て当たらしめたことだった。殊に帝国議会に対する報告である、海軍として僅かに一中佐を以て当たらしむる事はどうかと思われたのである。そこで一部の議員が海軍当局にその理由を質してみたところ、海軍部内で帷幄いあくに参じた人で、この報告をすべく最適任者は秋山中佐を措いて他にないということであった。この一事を見ても、将軍は中佐でありながら、中佐以上の重務に就き、中佐以上に重用されていることが明瞭となるのである。

        　

        　将軍は戦後再び入って海軍大学の教官となった。

        　戦前、教官時代の将軍は古今東西の軍書を渉猟しょうりょうした上、親しく米西戦争の実戦を参観して、いわば学術研究と実地見学を並び行った将軍であり、その時すでに兵学家の権威として充分許さるべきであった。

        　然るに今や征戦二年、直接世界的大戦争の作戦の衛に当たって、縦横の手腕を揮い来った将軍である。およそ学識経験兼ね備わった兵学家として、それ以上理想の人物を求むることは蓋し至難であろう。

        　然るにこの理想的兵学家に配するに、その講義を聴くべき学生諸君が、これまた同じく日露役実戦を踏んできた兵学上一家の見を有する俊秀である。随って教室は教官生徒の間に論戦風発、海軍大学創って以来の盛観を呈した。当時講義筆記の速記者曰く「私も海軍大学の速記者を長く勤めていますが、今の時代ほど海軍大学の教室が賑わったことは有りません」と。全くその通りであった。

        

        

    

    
        新戦略の目標

        　

        　将軍が再び大学校教官となるまでの軍略の研究は専らロシアを仮想敵国としていたが、日露戦争を一転期として今度は戦略目標が変わった。

        　しかもその新目標に対する戦略の研究がどんなに将軍の頭を悩ましたかは、ほとんど余人の想像以上であった。

        　日露戦争では陸海協力の戦争であったが、将来の戦争となるとそれは海戦そのものである。戦勝も戦敗も、かかって海軍の優劣如何にある上に、広漠たる太平洋を挟んで、世界の大海軍国を相手にしての戦争であるから、その作戦計画の考案は、なかなか容易の業ではない。

        　その頃将軍は一室に立て籠もり、室いっぱいに太平洋の大地図をひろげて作戦を練っていたもので、兵棋を使い、将軍の大好物の煎豆を大砲や配置すべき軍艦に擬し孜々しし切々研究に余念がなかった。

        　その研究の熱心さに至っては実に驚くべきもので、当時同僚の教官であり、また戦史家として将軍と共に海軍の双璧といわれていた佐藤鉄太郎中将が、「秋山君はあまりこの種の新戦略に頭を使いすぎて、多少精神に異常を来したのではないか」と言っていた位であった。以てその熱心さを知るに足るであろう。

        　最後に作戦の成案が成ったものか、「一朝事あり、たとえ敵に九州を取られるとも、歴々として我に勝算あり」と傲語ごうごしていた。

        

    

    
        大演習の明断

        　

        　明治四十年、九州西南部の海上で、日露戦後最初の海軍大演習が挙行された。

        　この大演習で、中央審判部の審判長が伊集院元帥、その中央審判部員が秋山将軍(当時中佐)であったが、この時の演習講評で将軍が驚くべき天才を発揮した。が、天才発揮と同時に少しやり過ぎた嫌いがあったので一時部内で物議を醸し、相当重大視されるに至った問題がある。

        　いよいよ大演習が開始され、赤、青の両軍が互いに肉薄して決戦距離に入った時であった。模擬戦とはいえ、いよいよ戦争が始まろうとするのに、中央審判部参謀の重任にある秋山将軍は如何にも悠々と構えていて、艦内でさっきから軍医長と囲み始めていた碁をやめようともせず、相変わらず碁石を離そうともしない。甲板の幕僚が気を揉んで、戦闘開始を知らせに来たが将軍は依然として落ち着き払っている。

        「ああそうですか、始まりますか、では時間をよく計っておいて下さい」

        　そう言ったきりで盤面から眼を離そうとしない。その内に両軍火蓋を切ってドンドン打ち出す。だが将軍の姿は一向に甲板に現れないので、幕僚連ヒヤヒヤしていると、戦闘が終わりに近づいた頃に将軍はやっと甲板上に出て来た。

        　出て来ると将軍は、両軍の戦勢を一瞥ずっと見渡してから傍らの士官に訊いた。

        「この対勢で発砲以来何分経ちましたか」

        　傍らの士官が計っていた経過時間を答えた。すると将軍は即座に信号手に命じて、

        「○○(艦名)半減、△△(同上)廃艦」

        という信号を発せしめた。「半減」は即ち軍艦の半ば破壊を意味し、「廃艦」は撃沈を意味するのであって、この一語は即ち戦の結末に判決を与えたものである。そして信号を発すると同時に、将軍は伊集院審判長に対し、

        「演習は集結しました」

        　と報告した。

        　が、これは従来の慣例からすると、容易ならぬ問題であった。「半減」「廃艦」等の審判を下す前には、審判長の判断を俟またなけらばならぬのに、秋山将軍はひとりで独裁的に決断してしまったのだった。その上審判長の伊集院元帥は特にこういう事には八釜ましい人であるから、ここに一問題起こらざるを得なかった。

        　

        　翌日艦隊が佐世保港に引き上げて来た上、そこの水交社で徹宵して講評会議が開かれた。これより先、赤、青両軍の参謀、齋藤七五郎、谷口尚真の両将軍から講評の意見書を秋山将軍に提出した。

        　すると秋山将軍は何と思ったか、一読するとそれをいきなり、

        「こんなものが何になる！わしは日頃からこんな講評をしろと君達に教えてはいなかったぞ」

        と、怒鳴った。齋藤氏は海軍大学校の学生として将軍から兵学の教授を受けた人である。が、突然このの如き一喝に会って吃驚びっくりしていると、将軍は更に声を励まして言った。その要旨はそれらの講評意見では、味方のことを棚に上げて置いて、敵の非点のみを指摘しているが、講評本来の性質は決してそうしたものではない、講評は敵の悪口にあらず、堂々味方の作戦の勝れるを挙げて、敵の非に触れるべからず、その事は平常大学の教室で十二分に説いている筈だというのである。

        　

        　程なく講評会議は開かれた。会議に連なるもの多数、実に堂々たる大会議であったが、秋山将軍は何と思ったか、会議の席を外して、佐世保市内のさる料亭にあがると一盞傾けながら料紙硯を取り寄せて何事かスラスラと書き出した。

        　翌朝将軍はその書き上げた物を持って水交社に帰って来た。帰って来ると部下に命じてそれを大車輪に謄写版刷りに刷り上げさせた。それは即ち将軍一個の意見によった大演習の講評であって、その日伊集院元帥の口から正式のものとして発表された。が、その一方多数の審判員が徹宵して会議した講評は、それがため空文になって葬られてしまう結果になったので、「秋山横暴」の声が起こり前の審判長を無視した独断と合わせて由々しき問題にならんづ形勢になった。

        　しかし結局問題の帰する所は、将軍の書いた講評の価値である。その後大演習の戦況につき、艦の配置、射距離、水雷術その他あらゆる部門に分かち、それぞれ専門の係員によって精細なる科学的研究を遂げた結果、将軍が戦勢を一望して刹那的に下した「半減」「廃艦」の宣言は、一分の隙もない完全を極めた判決であって、従って将軍の認めた講評も実に立派なものである事が判明した。

        　ここに於いて聊いささか横暴の嫌いはあったが、明断神の如き将軍の戦術眼に対して舌を捲かざるものはなかった。で、「秋山横暴」の声もいつか消滅して今更の如く将軍を謳歌する声がこれに代わったのである。

        　

        

    

    
        副長、艦長、参謀長

        　

        　　海軍大学教官たること二年余り、転じて将軍は軍艦三笠副長に補せられた。これから再び海上の生活が始まり、秋津洲、音羽、橋立、伊吹等の艦長、第一艦隊参謀長等に歴任した。

        　将軍が三笠副長に補せられたのは明治四十一年二月であった。この三笠副長時代を説くことは、将軍が人の長として如何なる風であったかを示す好個の機会であるから、、この時分の事は比較的詳細に叙述しよう。

        　はじめ秋山将軍が三笠の副長として赴任することになったと聞き、艦長松村直臣大佐を初め乗員一同雀躍りして喜んだ。

        「日露戦争で有名なあの秋山中佐が、本艦復活の最初の副長として来ることは光栄誠にこの上ない」

        　そう言って松村艦長は包み切れぬ喜びの顔を配下の水兵達の前で見せたのであった。　

        　それには理由があった。

        　先に爆沈した軍艦三笠は、その前年の明治四十年に浮き上がり、その後復旧工事に幾月か費やして、今度再び新装を凝らして海上に浮かんだのであって、乗組員の気持ちからいえば、新造艦も同じ事であった。

        　およそ新造艦では、乗組員はその初代の艦長よりも副長というものに対して、ほとんど迷信的なくらいにその人選を気にするものである。というのは、軍艦では艦長よりも女房役の副長がいろいろ雑多の艦内の用務に当たり、これを統括するからである。だから軍艦が出来たら、最初の副長が来て、艦のために好い慣例を作ったら、、その慣例はいつまでもその艦に続くわけで、従って乗組員の艦上生活もそれだけ幸福になれるのであった。

        　そういう次第である所へ持って来て、復活の三笠の副長が、当時部内で名声嘖々たる秋山中佐であったから、乗組員がほとんど有頂天に喜んだのも無理からぬ話であったのである。

        　果然、副長として三笠に乗り込んで来た秋山中佐は、その態度といいその執務振りといい、悉く乗員を満足させた。そして任期は僅か八ヶ月しかなかったけれども、乗員をして全く崇拝措く能はざらしめるに至った。

        　その性質からいえば、目から鼻に抜けるような将軍ではあったが、副長として部下に対する態度は極めて鷹揚であった。　

        　軍艦には係りがあって、毎日「食事報告」というものが副長によって行われる。つまり食事の人員の報告であって、それに賄費の問題が関連しているから、動もすれば係りの間に不正問題を生ずる虞おそれがある。それで食事報告というものがあって、直接副長の監督を受けるのである。これが五月蠅い副長であったりすると、針で重箱に隅をつッつくような事をいうのが常であるが、将軍となると、その報告書なるものに一度も眼をやったことがなかった。係りが報告書を持って行くと黙って印形を出して係りに渡す。係りは報告書に将軍の印を捺して引き返していくという有様で、俗にいう盲判以上のやり方だ。それでいて、いつの間に見るのか、要所要所は押さえて行くというやり方である。食事係りの方では、印形まで渡されるのだから絶対信任を受けていると同様であるというので知己の恩に深く感じ、この人のために間違いがあってはならないと、人間本然の責任感が働き、却って重箱式のやり方よりも成績がよかったということだ。この一事だけでも、将軍が如何に人を使うに巧みで、立派な副長振りであったかが窺うかがわれるであろう。

        　

        

    

    
        部下を労る

        　

        　将軍は部下の将校などに対して言葉の綺麗な人であった。軍隊生活をしていれば、部下に対して「お前」「貴様」などと呼ぶのが普通であるが、将軍は決してそんな言葉は使わなかった。必ず「あなた」と呼び、何か命ずるにも「下さい」をつける。そして仕事をやらした後では大抵「有り難う」を言う事を忘れない。こういう事は艦上生活をやっている人にはなかなか出来ない事だ。

        　また、部下の者の建言を将軍は非常に重んじていた。計画をもって来ると、余程杜撰ずさんなものでない限りは大抵実行させた。そしてもしそれが失敗すると「お前では駄目だ」と頭から斥けてしまうような事はなく、失敗の原因その他に就き自分の観察するところにしたがい、諄々じゅんじゅんとして説明してやるといったふうだった。

        　部下に対しては、この様に慈母のような将軍であったが、同輩に対して何うかすると怒ることがった。怒ると火のような将軍の本性が現れる。八ヶ月の三笠副長時代後にも先にも唯一将軍が怒ったことがあった。

        　それは昼の食事後か何かの時だったが、将軍が部下の士官等と一緒に艦内のソファーの上に寝ころんで雑談をしていると、航海長の某中佐が入って来て、

        「士官室でゴロゴロ寝ているから、フォールの兵隊が暇さえあれば寝ている」

        と叱言がましく言った。これは航海長としての越権の言葉である。将軍は赫となって、いきなりパッと仁王立に立ち上がった。

        「何だい、フォールの兵隊が寝ようと寝まいと、貴様の知ったことか、黙れッ！」

        　その権幕に恐れて、某中佐は這々の体でその場を去った。痛烈な怒罵であったが、しかもこれが同格の中佐が中佐を罵った言葉だから面白い。－蓋しこれも将軍の閃きであろう。

        　将軍が乗組員の考課表を書くのに例の達筆が余程役に立っている上に、出来るだけ部下の者を好意で見ようとする美しい態度が自然表の中に現れていた。それである時、三笠艦上で艦隊の進級会議が開かれた時、某艦長が将軍に向かって、

        「秋山君、何うも筆がいくら立ったって、ああ書かれては我々何うもやりきれない。他艦の乗員よりも君の艦のを何うしても最上位に置かざるを得ないぢゃないか」

        と言って笑った。将軍は頭を掻き掻き、

        「いや、その筆も碌ろくに廻らんので」

        と、これも笑って答えたそうである。

        　

        

    

    
        艦内の諸改革

        　

        　将軍は三笠副長から諸艦の艦長をしている間に艦の諸制度、諸慣例というものに尠すくなからざる改革を加えた。

        　将軍が三笠副長になるまでは、準士官以上の上陸は一々副長の所へ行って許可を得なければならなかった。この上陸許可は士官、準士官は常に悩みの種であった。上陸は当然許される事であっても、その許可を与えるという事が何となく恩恵を与えるような気がするのか、副長によっては随分意地の悪い厭がらせをする者もあった。たとえば軍艦が錨泊して上陸時間近くになると、故意に姿を何処かへ隠してしまうので上陸許可を願うにも、副長が居なくて困らされるとか、許可を頼みに行っても知らん顔をして返事をしないとか、さまざまな不快な事をしたものである。

        　ところが将軍が三笠副長になると、一大英断を以てこの上陸許可の方式を廃した。その代わり副長室に名札架を作り準士官以上の者の名を表を黒、裏を朱に書いて置いた。そして外出する者は一々副長の許可を得ず随意に名札を引繰り返して上陸する。しかもその名札架を作ったのは、もし不在の者に用があった時、呼びに行った者が無駄な時間と労力を使って探すのが気の毒だからという理由であった。

        　この上陸許可方式の廃止は乗組員にとってどんなに幸福だったかわからない。しかもこれはほんの将軍が副長在任の時だけで、次の副長からやはりもとの方式に戻ってしまった。果然それから十年ばかり経る間に許可方式はボツボツ各艦で廃止され今ではすっかり昔の夢になってしまった。

        　軍艦内部の呼び名が日本式に変わったのも、また将軍の遺した仕事の一つであった。

        　従前は軍艦の各部は英語で呼んでいたものであったが、将軍は日本の海軍は日本の海軍である、それ自身独自の立場にあるのだから艦艇の呼称を何も英国に学ぶ必要はない、宜しく日本語を以て呼ぶべきであるという主張から、軍艦内の英語の呼名を片っ端から日本語に改めた。そして艦上の要所々々にそれらの日本語の改称を貼りつけた。たとえば「ブリッヂ」を「艦橋」、「ボート」を「端艇」というが如きである。

    

    
        小村候と将軍

        　

        　将軍が近衛篤麿公の他に外部の人として最も知遇を受けたのは小村寿太郎候であった。候は大正元年の十一月、将軍の艦上生活の間に逝いたが、将軍は痛惜のあまり涙傍沱として下るのを禁じ得なかった。

        　いつの頃だったかは、はっきりしないが、小村候はまだ若い壮年士官であった将軍を非常に信任していた。小村候が外務大臣時代、海軍の智識を必要とするような場合は、余人は呼ばず必ず将軍を招いて聴取し、単に説明のみに止まらず更に進んでその意見をも叩いたものであった。一体小村候という人は極めて自信の念が厚く、外務省にあっても次官以下下僚の意見など余り重きを置かなかった人であるが、それにも拘わらず却って部外の秋山将軍を信用して、進んでその意見を叩いていたというのだから、これは余程信用が厚かったと思われる。

        　また私交としても、両者の交際は相当に深いものであったらしい。二人は碁敵同志であった。

        　その碁について小村候がかつて話していたことがあった。

        　「秋山と碁をうつと面白い。いつでも百目取るか取られるかの勝負だから。アハハハハ」

        と言って、候は笑った。百目も違うなんてどうせ二人ともザルには極まっているが、しかし一は外交界の奇傑、一は海軍の俊髦しゅんぼう、その対局は相当興味あるものであったろう。

        　

        

    

    
        シーメンス事件と軍務局長

        　

        　大正三年四月、当時既に少将に昇進していた将軍は、大隈内閣の八代海相のもとに本省に入って軍務局長になった。

        　将軍が軍務局長になったに就いては、いろいろの点からして極めて意味が深かった。

        　第一に軍務局長は将軍が軍政家としては初めての舞台であって、これまで専ら軍令系統の要職に就いていた将軍として、その方面の技能は余りに有名だが、軍政家としての手腕は、この時はまるで未知数であった。

        　将軍が軍令部から出てこの要職に就くに至ったのは、有名なるシーメンス事件の勃発が直接の動機であった。

        　シーメンス事件は人も知る如く海軍未曾有の大疑獄であった。そのために時の山本内閣が倒れて大隈内閣が出現した。シーメンス事件は疑いもなく海軍内の一大城郭だった薩閥の致命的痛手とされていた。随って新内閣の海軍大臣として事件の後始末をするものは薩人以外の大人物でなければならぬという事であった。

        　その結果、時の外相加藤高明伯の推挙を受けて就任したのが八代六郎大将であった。

        　八代大将が海相に就任すると共に、その懐刀となるべき人物を物色したが、結局秋山将軍を措いて他にないと思った。八代大将と将軍とはかねてから私交も浅からず肝胆相照らした仲であった。将軍は最初八代大将が海相に擬せられた話を聞いた時、膝をたたいて言った。

        「そうだ、そうあるべき筈だ、刻下の難局を切り抜ける者は八代大将の他はないと思った」

        さればこそ将軍は、八代大将の招きに応じて進んでその難局に飛び込んで行ったのである。

        　将軍が軍務局長を承諾すると、八代海相は、次官となるべき人物に就いて将軍に相談した。普通なら次官が定まって、それからその士官と相談して軍務局長を任ずるのが順序だが、この時だけは逆に軍務局長を決めて、次官の相談をしたのである。将軍と大将の間が如何に密接であったかはこの一事だけでも想像するに難くない。

        　この変則的人物詮衡せんこう法によって任命を受けた海軍次官が即ち鈴木貫太郎中将（現大将）で、秋山将軍とは当時海軍部内の双璧といわれた人であった。

        　さて、軍務局長の任に就き、海軍未曾有の難局に処して、将軍は八代海相を翼けて如何にシーメンス事件を処理したのか？

        　近親者の話によれば、将軍は事件解決の為に処置されるべき人物に対して、次々に自宅に連れて来ては、涙を流して説いていたという事である。それは全く泣いて馬謖を斬るという言葉の通りであった。実際当時将軍としては苦しい立場に置かれていたのである。昨日までの同僚知人に対して処罰の斧を揮わなければならない上に、一歩誤れば世間からも、部内からもとして非難の声を浴びなければならないのであるからその苦衷は察するに余りがある。

        　が、その間にあっても将軍の情にもろい性格は遺憾なく発揮されて、某氏の如く事件渦中の人物を一時自宅にかくまっていた事さえあった。

        　当時八代大将が秋山将軍に贈った一書がある。この両将軍が常に国家の前途に対して如何に深き考慮を払い、心を悩ましていたかの一例証として、単文ながらここに右の書簡を附加しておこう。

        　

        　拝啓

        十四日附華翰難有拝見仕候、又川面先生著書数本御恵贈御芳情奉感謝候。一寸拝見如何にもご見識雄大尚ほ篤と拝読可仕候。

        海軍事件、小生は当初より多きを望み申さず故に不満足も無之候。乍去今後意外之変相生じ候やも難計候。

        コレハ小生の卜占に現はれ候処故原因結果等は難申上候。目下の世態人情如貴意如何にも慨はしく候へ共何分老人には最早依頼し難く中年青年に意気地なき致す処止むを得ざる次第に御座候小生も乍不及青年の志気奮興に努め居り三代目が肝要に御座候。　草々敬具

        　三月十五日　

        　　　　　　　　　　　　　　　　　六郎

        秋山仁兄閣下

        　　　　　　　　侍曹

        　

        

    

    
        晩年の大飛躍

        　

        　「秋山はあれほど偉い傑出した男であったが、日本海海戦をクライマックスとして、晩年は下り坂になった」と評する人がある。秋山真之将軍の晩年は、部内の人にとっては或いはそうであったかも知れないし、そう観られる事が普通であったかもしれない。軍務局長時代でもそう華やかであったとはいえない。しかし将軍に接近し、将軍と共に大事を為しつつあった部外の人たちの眼孔には、将軍の偉大さが益々はっきりと映ったのである。部内の人たちが普通「下り坂になった」というその晩年、将軍は「日本の海軍の事はもうこれで宜しい、これからは支那問題、大亜細亜州の問題だ」と眼を近東極東の大天地に向かって放っていた。

        　将軍は偸閑安逸を貪る士ではなく、常に奔馬空を行くが如き、あるいは活火山的活動の人だった。大正二年頃の将軍が塚原嘉一郎氏に宛てた書翰の一節に

        　

        （前略）先日不図森恪君に面会致候処同氏も不相変活動致し居られ為邦家無此上事に御座候。対支問題に就ては小生も昨今大分奔走致居候。其内何とか目鼻を附ける心組に御座候。

        　

        というのがある。また軍艦音羽の艦長として南清警備中、山屋大佐（現大将）に宛てた書翰の一節を見ても、既にこの当時から支那に対する将軍の関心は相当深きものがあった事が窺われる。

        　

        　却説南清警備は少尉以来小弟已すでに参度の勤務に候へ共今回程愉快を感じたるものは無之長江は勿論南部一帯の諸要地大抵残す処なく巡航致し船頭としても又支那巡艦としても中々に啓発会得したる処不少実以感喜の至に御座候。特に小弟の驚きたるは南清殊に長江筋に於ける我邦人の顕著なる発展と其趨勢にて爰ここに一適例を挙げれば上海に於ける邦人男女一萬有余漢口は壱千四五百素より其内には数ならぬ族も不少候へ共兎に角在留外国人の過半数を占め其勢力も中々に旺盛に候へば他外国人よりは近来嫉妬を過ぎて恐怖の眼を以て注目せられ居る実情にて最早居留民と申すよりは土着の日本殖民と謂ふ方適当なるべく蕎麦屋もあれば豆腐屋もあり下駄屋の向ひには三味線屋あり鰌鍋スキ焼御注文次第其他推して知るべく如斯きは小弟が此六年前来りたる時に比すれば全然新世界の如くに御座候。従て彼等を保護声援すべき警備艦隊も到底目下の第三艦隊にては不足勝に候へば少なくも尚巡洋艦壱隻河用砲艦弐隻増遣の必要を確認致候。乍去本年度の如き世智辛き予算にては智者でも勇者でも行政上の余裕なくて到底無き袖は振れ申間敷に付せめて来年度より何とか工夫して南清警備の兵力を増加あらん事不堪切望候。

        　八月二十六日

        　

        　また将軍と親交のあった芳川寛治伯は次のようにいっている。

        　

        　私は秋山真之将軍と犬塚信太郎君と三人極めて仲の好い間柄で、屡々鳥鷺を戦わしたり会飲したりした。偶々欧州大戦勃発に際しては秋山将軍は海軍省軍務局長で、私は三井物産の時局掛参謀をしていたから、三人は毎日のように集まって時局の成り行きを談じあっていた。時としてこれに田中義一、福田雅太郎の両将軍が加わることもあった。

        　一日秋山、犬塚両君と三人で三十間堀の新田中に会したとき将軍は私に向かい「誰か金を出してくれる者はいないか」と言うので、その理由を尋ねた処「今の内に支那と固い握手をして置かなければ大戦終了後に困る事になる。換言すれば我国に反対する袁世凱を倒し、我国に好意を持つ南方を援助し、攻守同盟と経済同盟を結ぶのだ」という事であった。これは私の親譲りの外交方針だったので私は直ちに賛成した。この問題は大正五年三月八日、我政府の閣議にも上った。私は秋山君の口継ぎで田中、福田両将軍から「国家のため是非に」と頼まれ、唐継堯や岑春煊の南方軍務院を援助し、同時に犬塚君、久原房之助君も孫逸仙その他を援助したのであった。

        　袁世凱は死んだが、英国の講義から日本の外交は漸時軟弱追従外交と化し、内政不干渉を声明するに至り、遂に今日に於いては満州事変、上海事変の勃発となった。秋山将軍は予めこの事があるを憂いて種々画策したのであったが、この意味に於いて秋山将軍が当時投げた一石は実に貴重なものであった。今これを思いて感慨に堪えないのは、秋山将軍が単に海軍の俊髦しゅんぼうであったのみならず、実に憂国の大政治家であったと思う事である。

        　

        　更にまた当時将軍の知遇を得、将軍と共に事を図り東奔西走した一人である山田純三郎氏は当時の将軍の活動に就いて次の様な話をした。これによって将軍の晩年が決して一部の人がいうが如き「下り坂」でなく、却って大局のために大飛躍を試みていたことがはっきりと証明されるであろう。

        　

        　私が（山田氏）秋山将軍を知ったのは明治四十年頃、上海でお目にかかったのが最初であった。将軍はいつも大きな鏡を頭の中に持っていられる人だと思った。初対面の者であっても、将軍は「これはこうした男だ」という事がちゃんと判ったようだった。

        　孫文がアメリカから帰って、広東の恵州で騒乱を惹起したのは明治三十三年で、その恵州戦乱の時に私の兄は死んだ。

        　それから南京の革命で孫文が袁世凱と妥協し仮大総統となり、日本にお礼の為に来ていた留守中孫の頼みとしていた宋教仁が袁世凱の刺客の為に殺され、遂に袁世凱と絶縁して、大正二年（民国二年）李烈釣は江西省の九江で、陳其美は上海で同時に革命の旗揚げをしたが、袁世凱の為に叩き潰された。これが所謂第二革命であって、孫文初め李烈釣、陳其美、胡漢民、戴天仇、蒋介石等は皆日本に亡命し、渋谷の頭山満翁の世話でその隣に家を借り受け、中華革命党を組織した。その頃秋山将軍は軍務局長だった。それまでは支那に就いては常に注意していられたが、「支那の革命を何うしよう」という考えもなく話もなかった。将軍が革命を援助しようという事になったのは、孫文等が第二革命で失敗し日本に亡命したその頃からだった。

        　私は満鉄社員であった。満鉄の理事に犬塚信太郎とうい人がいた。この人は南京の第一革命当時から革命党に同情し好意を持っていた。私が満鉄社員でありながら、自由に革命を手伝うことが出来たのはこの犬塚氏のおかげであった。犬塚氏と秋山将軍は大変親しかった。明治二十五年頃、この二人はシンガポールで初めて出会った。一方は海軍少尉、一方は三井物産の店員だった。その後互いに消息を絶っていたが明治四十五年、秋山将軍は第一艦隊参謀長、犬塚氏は満鉄の重役の時、塚原嘉一郎氏の紹介で再び二人は会見して、大いに支那問題に就いて語り合い、忽ち十年の知己の如くなった。もう一人当時の外務省政務局長であった小池張造という人がいて、この三人がいろいろ支那の事を心配した。

        　その頃革命党の一員であった寧夢巌というのが、満州やチチハルや黒龍江付近は張作霖に背いて革命党に組みするらしいからここで挙兵してはどうだろうかというようなことを言って、日本に連絡をとりに来た。孫文からそういう話が我々にあったので、私は犬塚氏と小池氏に相談した。二人は「兎に角行ってみろ」といった。

        「もし寧夢巌がいう通り、その地方の者が張作霖に反旗を翻すというならば、吉林まで黒龍軍とチチハルの軍隊を入れろ、そうすればそこで金でも鉄砲でも渡してやろう」

        と、いう事だった。孫文に話をすると、孫さんは非常に喜んだ。私と蒋介石と丁仁傑の三人が派遣されることになった。我々は同地の実情を視察し、連絡を確実にする為に、そして出来る事ならば直ぐにも旗揚げをしようというので、六月に日本を出発し、朝鮮経由でハルビンに行き、寧夢巌と私の二人が黒龍江を歩いてみたが、なかなか動き出そうとする空気すらなかったので、私達はすっかり失望した。しかし僅か一回きりで失望してしまうという事も出来ないので、九月頃まで長春その他へ行ってみたが、そのあたりも矢張り前同様だった。けれども今後どんなチャンスが生まれて来るか知れないし、革命党は如何なる事があってもそう無造作にものを断念するという事をしないのが鉄則となっているので、丁仁傑だけを残して悄然と日本へ帰った。今でもその時の事は記憶にはっきりと残っているが、東海道線は大出水で貨車に乗って長野県の方から飯田橋に帰った。しかもハルビンから通して来たので体は疲労し全く参ってしまったが、そんな事はいってられないので、帰って直ぐに孫文に報告した。

        　その時は「行ってみたが何の事もなかった」というような報告だけをしたのだったが、翌日、秋山将軍と犬塚小池氏にも報告しなければならないので蒋氏と二人で行った。行く道で蒋介石は「山田さん、あなたが言って下さい」といったから私は「馬鹿言え、俺は日本人で従って行っただけぢゃないか、お前の方が今度は主体ぢゃないか」といって蒋介石から報告させた。

        　いよいよ三人の前で報告する時、彼は顔を真っ赤にして、

        「私たち行ってみましたが、全部ウソでした」

        「全くだまされました」

        と真っ赤な顔を俯向けた。

        　こうした時にはよく「あちらの軍隊と全部連絡をとっておいた。ただ金が無いのでどうにもならない。五十万もあればあちらの軍隊は直ぐにでも動く」というような出鱈目を言って金を取る。つまり革命を種に飯を食う革命ブローカーといったようなものがいるのだが、それを蒋氏は、極めて正直に実情をありのままにぶちまけた。三人はその蒋氏の報告を聞いて感心した。後で私を三人が呼んだ時に、

        「孫と一緒に来ている連中は皆正直で、どうしても革命をやるという意気を持っている。これなら日本のために、支那のために、極東平和のために大いに彼等を助けてやろうという気持ちになれる」

        と話していられた。

        　丁仁傑も帰って来た。彼の報告によると「必とやれる」という事だった。奉天駅近くの本渓湖付近でやっているし連絡もとっているという事だった。大正三年の一月半ば、陣其美と戴天仇と私と三人で出かけた。大連を根拠地として犬塚氏に電報を打った。犬塚氏から諾の返事があった。保護もしてやるという事だった。私達は満鉄の行員に病人として入り込み、病院で種々計策した。この時も寧夢巌はこの革命運動に関係を持っていたが、今では張学良の幕僚になっている。この時も失敗して三月頃日本に帰った。犬塚氏はその頃満鉄を辞して芝の田町にいた。

        「そりゃ残念だったが仕方がない。しかし今度は上海の方が熟してきたから、あちらに行って助けてやってくれ」

        犬塚氏は我々の失敗した報告を聞いてからこう言った。

        　第一革命の時に成功した陣其美がまた上海で画策していた。我々はやってみるが矢張り金が要るのでその事をいうと「金は僕等が相談して何とかしよう、君等は兎に角行け」というので出かけた。犬塚氏は満鉄の理事をよした時に七万円の慰労金か何かを貰ったので、その内の五万円を我々に割いてくれた。それから福岡の貝島、山口の田中隆、大連の相生その他から三十万円の金を作って「これで準備をせい」といってくれた。支那では袁世凱が帝政をやろうとしている時だった。日本は大隈内閣時代で加藤高明が外相だった。

        　秋山将軍と犬塚、小池の三氏が覘うかがったのは久原房之助氏（後の逓相）だった。何う話を持ち込んだものか久原氏の懐から百万円の金が出た。借用証一枚書くでなく、借りたともいわず貸したともいわないのでこの大金が出た。しかしこの経路も使途もあとで判明した。

        　犬塚氏が逝いた晩、私は同家でお通夜していた。すると今の元帥上原大将から電話があって「今夜はお通夜だろうから明日家へ来い」といわれた。翌日私は上原元帥邸に伺った。

        「犬塚も死に、秋山も小池も皆死んでしまったが、お前達が第三革命をやったときの金は、実は久原から出たのだ。秋山と犬塚と小池の三人で俺の所へ来て一晩口説いた。俺も容易に口説き落とされはしなかった。俺は孫文にも会っていず従って彼を知らなかったので中々うんと言わなかった。しかし三人の熱心さに俺は負けた。とうとう口説き落とされてウンと頷いてしまったのぢゃ」

        　私は上原将軍の話で初めて彼の金の出所を知ったのだった。三人の方はその事に就いては誰も一言も漏らさなかった。

        　支那側は孫さんと陳さんと、日本側は犬塚さんと私の名である密約が結ばれた。今でも某所の金庫の中にその○○の○○は深く蔵されているはずだ。秋山将軍が筆を執り私が持って行って孫さんに手交した。

        　犬塚さんから最初三十万円貰った時には、孫さんが借用証を書いて犬塚さんに手渡した。犬塚さんはその借用証を受け取ると孫さんと話しながら手の中に丸め込んで、火鉢の中へ突っ込んで焼いてしまった。支那の連中はみなこの三人には心から敬服していた。

        　久原氏の金が出る頃、王統一が何時も秋山将軍の許に出入りしていた。王統一が支那の海軍を乗っ取る計画を樹てていた。仙台の高倉という人が秋山将軍の内命を受けて王統一の監督格で上海に乗り込むという手筈になっていた。蒋介石はその時（第三革命のため我々が上海に行った時）初めて党の最高機密に参加した。それまでは陳其美の幕僚として加わっていたに過ぎなかった。王統一が上海へ来る前、私たちは支那の軍艦乗っ取り策を講じた。当時の支那軍艦は、応瑞とか肇和とかいう三四千トンの小さなものだったが、揚虎というのが小蒸気船で行って見事に捕獲し、江南機器局を盛んに攻撃した。殆ど一晩でやったのだったが、遂に失敗した。大正五年五月十八日に、陳其美は私の家で袁世凱の探偵のために射殺され、丁仁傑は横腹をやられた。

        　秋山将軍はその年三月、欧州大戦の観戦に派遣されていなかったが、犬塚氏からは陳氏の死を哀悼された電報が来た。

        「陳氏の死は、誠に残念であるが、残った諸君が孫文を援けて大いに奮闘せよ」

        私達はこれに勢いを得、大正六年に広東に乗り込み、孫氏は大元帥となったが、大正七年春には同じ革命党の岑春煊に追われ台湾経由でまたまた日本に亡命した。

        　この時の孫氏は甚だ気の毒な立場に置かれた。日本政府は最早彼を東京に迎え入れようとはしなかった。孫氏は空しく箱根に留まっていた。その後更に私が聞知した事であるが、久原氏から百万円出た時、既に日本政府は対支方針を誤っていた。私は孫文にその総ての金が手交されたならば、或いは彼の革命は成功していはしなかったかと思うのだが、不幸にして我が陸海軍の意見は相違していて、その半分は岑春煊に手渡された。孫氏が岑氏に追われて日本に亡命せねばならないように、同士討ちをやったりした事が袁世凱に乗ぜられる隙を与えて遂に革命の失敗を招いた。陸軍の方では「孫は理想家で岑は実勢力家だ」というような認識を持って岑に軍費が提供された事が、革命をして失敗たらしめたのではないかと思われる。また一方には、或いは袁世凱に期待をかけていたのかもしれない。この間の消息は甚だ複雑微妙である。秋山将軍は欧州大戦から帰って非常にそれを憤慨していた。

        　将軍は欧州から帰られると、私に、

        「日本は鉄が足らないから鉄の用意をしておけ」

        といわれた。孫文の幕僚に何天炯という広東の男があった。それが第一革命の時に日本へ鉄を持って来た。満鉄で分析したところに依ると非常に良い鉄である。それを将軍が記憶していて私に日本は鉄が不足だから今から鉄の心配をしておけといわれた。それが動機となって大正六年の九月、孫文氏の招電によって塚原氏が広東に赴き、私と何天炯氏と落ち合って諸種の準備を為し、また日本から技師を派遣するため十二月日本に塚原氏が帰り、私は汕頭にいて技師を待ち合わせ鉄山に行って取調てみると、山を崩しているその分だけで裕に一億萬噸（一兆トン）はある。大喜びで汕頭まで帰った時、突如将軍の悲報に接した。私は天地が崩れたほどに驚愕し、がっかりした。将軍は最後まで日本の将来に就いての大きな準備を考え且つそれを整えつつあったのである。孫氏も秋山将軍の死でがっかりした事だろうと思う。せめてはその葬儀に列し、芝青松寺の追悼会にも自ら参列して哀悼の意を表し、将軍生前の好意に対し深甚の謝辞を述べたかったのであろうが、彼は東京の地を踏むことを政府から許されなかったために戴天仇を代理として遣わして来た。而して孫氏は上海に帰った後、更に何天炯氏を代理として特派し、将軍の青山の墓地に花輪を供え、塚原氏が同道して令兄好古将軍に面会し、孫文氏哀悼の意を伝えた。兎に角秋山将軍と孫氏達の革命運動とは密接不可分の関係を持っていた。

        　支那の革命党領首たちは、秋山将軍、犬塚、小池氏らを指して「ああいう日本の人の絶大な好意に酬いるためにも革命を成功させねばならない」といっていた。革命の総司令部をやっていた許崇智、鄒魯氏がアメリカへ行くとき、秋山将軍と、犬塚、小池三氏の墓に詣で、秋山将軍の未亡人には「甚だ御無体ですが」といって絹か何かを贈ったことがあった。それほど彼等は恩義を感じている。将軍等の徳を忘れないでいる。

        　上原元帥はその後も私に言った。

        「孫文らの第三革命は秋山や犬塚、小池等の熟誠で産まれたものだったが、しかも彼等三人は、その中の一人だって遂に苦心談一つもしなかったよ」と。

        　日本が真面目に、真剣に支那を援けたのは、この第三革命の時であったろう。孫文も陳其美も全く私心の無い几帳面な人で、ただ革命のためのみを思って活躍した人であったが、そうした時、日本に秋山、犬塚、小池のような立派な人物が居て、日支がガッシリと手を組み合ったのであの第三革命は生まれたのだ。その時の人で、今なお生存しているのは蒋介石と戴天仇と私の三人だけで、その他は悉く逝かれた。しかしそれらの人々は死しても、あれだけ南京の人々と心からしっくりと結びついたことは決して無駄には終わらない。今でもあの当時の生存者は、必ず心のうちでは感謝しているに違いない。私は今でも、第三革命は遂に失敗に終わったが、決して失敗ではない。何時かの日、あの日本の好意が、支那の人達の心に甦って、日支の提携、日支の交歓が行われるであろう事を確く信じている。秋山将軍、犬塚、小池氏等の熱誠に対し、他日彼等が酬いるであろう事を確く信じている。

        　日本のために、決して無駄な事ではなく、感謝される日がある事を確く信じている。私が広東から失敗して日本に帰り「折角やったのでしたが遂に失敗に帰しました」と報告した時、「何、失敗じゃない、たとえ今度のが失敗に終わっても、次の仕事の上にはきっと今度の失敗が役立つ足場になるんだ」と秋山将軍や犬塚氏がいった事を忘れない。それと、秋山将軍が、支那とか極東とか言わないで、常に大亜細亜州、大亜細亜州といっていた事が今でも私の耳底に残っている。

        　

        

    

    
        世界大戦と将軍

        　

        　在職二年、大正五年二月将軍は軍務局長の職を退いて軍令部出仕となり、同時に大戦視察のため渡欧を命ぜられた。

        　この視察旅行中、将軍は露瑞国境に差しかかった時、絵葉書に左の如き雅懐を舒のべて、諸知友に贈った。気宇の壮大全詩面に躍動して、骨鳴り肉踊るの概がある。

        　

        日長露瑞境　南面対北斗

        末熄天下乱　帝位自在定

        　

        　この旅行で色々の逸話もあるが、将軍がパリ滞在中、フランスの有力紙に、タン紙の記者からインタビューを受けて戦争の将来の予言を求められ、戦争の継続期間及び勝敗の結果に就いて将軍の答えた事が、果たして戦争終熄と共に適中したので、同紙の記者は舌を捲いて驚いたという有名な話が残っている。

        　この外にも、敢えてル・タン紙を持たずとも、これに類似した話が種々の人の口から語られている。将軍の郷里松山市の有力家で将軍と親交のあった井上要氏の次の談話もその一例である。

        　

        　秋山将軍という人は実に先見の明のある人だった。世界戦争に対する将軍の達識には屡々驚かされた。大正三年八月五日、戦争の始まる直前の事だったが、将軍が松山へ来られたので、私は将軍を訪うて今日は一緒に昼食を食べようというと、将軍は朝道後の温泉から帰られて新聞を見ていられたが、丁度その日「オーストリアの皇子が、セルビアで暗殺された」という記事が紙面に出ていた。それをみた将軍は、「どうもこういう事があるとどんな事になるかもしれぬ。これはじっとして居られない、今日は東京に帰ろうと思う・・・」

        と言われる。私はその余りにに急なのに愕いて、

        「将軍、折角お出たのだから、もう少しゆっくりしてお帰りては如何です？」

        というと、将軍は押し返して、

        「いやもう帰らにゃならぬ」

        といって、倉皇として帰られた。

        　その後、間もなくあの世界大戦が勃発したのである。これを考え合わせても、将軍が並々ならぬ鋭敏な頭脳の持ち主であることが首肯されているではないか。

        　将軍は戦争が勃発すると間もなく都新聞紙上で「この戦争は少なくとも六年、長ければ八年かかる。それは何故かというと、こういう戦争になると、思想問題、経済問題、人種問題等あらゆる難問題が錯綜してそれが麻のように絡まりあうから、なかなか短時日の間に片付くものではない」という予言をした。

        　これは当時にあっては実に驚くべき放言であった。現に英のキッチナー元帥が「この戦争は三年かかる」と言って世界を驚かせ、何人もそれよりもっと早く終熄すると考えていたのに、反対にそれより二倍も三倍も多い年月がかかるというのだから、世間は驚くと同時に何等信を置く気もしなかった。しかし事実は全く将軍の予言通りで、あれだけの長日月を要したのである。

        　また将軍は勝敗の結果に対しては、初めから独逸の敗北を信じ切っていた人であった。これは戦争の最終期まで独逸の勝利が信じられ、現に我が参謀本部までそうであったようにいわれている位だったのだから、最初からこの説を持していた将軍は、これまた一大卓見家といわなけらばならない。

        　三菱鉱業の船田一雄氏が大戦の半ば欧州から帰った将軍に請うて、一夕同社の社員のために講演会を依頼した。その時にも将軍は欧州大戦の結果に就いて論述し、明確に連合軍が最後の勝利を得ると結論した。当時独逸は破竹の勢いで連戦連勝であったから聴衆は全く意外の感に打たれたのだが、事実は将軍の予言の如くであった。しかも将軍の言葉は「こうなろうと思います」というような生ぬるい言葉ではなく「アメリカは参戦します」「連合軍は必っと勝ちます」と断言するのである。しかもそれが非常な自信力の強さで断言されるので皆驚いてしまった。今日でも船田氏は「ただそれだけでも秋山将軍は偉かったと思う」と言っている。

        　何うして独逸の敗北を将軍は確信したかに就いては改めて「人物編」で詳述する。

        　

        

    

    
        巴里の密電

        　

        　更に欧州視察中の逸話二三をひろってみる。

        　将軍が欧州を一巡して巴里に滞在している時のことであった。将軍は同国の或る軍器工場を訪い承諾を得て工場内を参観した。その時ふと工場内の一隅に将軍の目に留まったものがある。何かというと、それは荷造りされた兵器で、発送の宛先は「ルーマニア国」とあった。

        　それを見ると、将軍は随行の陸軍将校に囁いて、

        「ルーマニア行きとあるが、この荷物本当にルーマニアに行くのか」

        と聞いた。陸軍将校は同工場内の事情に通じているはずの人物だったが、将軍の質問には答えられなかった。

        「さあ、何でしょう、知りませんが・・・」

        この答えを聞くと、将軍はひどく不機嫌な顔で、将校を叱責した。

        　将軍は工場を出ると、随行員を呼んで一通の暗号電報を渡し、本国政府に向けて打電するように命じた。随行員が読むと、それは「ルーマニア国は近く連合国側に荷担して参戦するものと認む」という電文であった。

        　随行員は驚いた。ルーマニアの参戦！それは寝耳に水であったからである。何を根拠にそんな重大なことを将軍が突き止め得たのかそれからして先ず疑問である。随行員は事重大と見て、件の暗号電報を打電する前、日本大使館に行って我が駐仏大使に電報を見せた。大使は電報を読んで吃驚した。

        「これは若しや秋山少将頭が変になっているのではないか？」

        そういう疑問から、わざわざ将軍がパリへ来るまでに巡歴したイギリスに向け将軍の日常行為に就き照会の電報を打ったところ、駐英大使から折り返し将軍滞英中別条無かったとの返電があった。それで多少危ぶみながらも、兎に角将軍の意志だから命令のまま暗号電報は発せられたが、果然それから一週間経つか経たぬに将軍の密電通りルーマニアの宣戦布告となったのである。

        　将軍がルーマニア参戦を直感したのは、いうまでもなく軍器工場の同国宛の発送の兵器であった。フランスは今戦争真っ最中で兵器製造に対しては猫の手をも借りたい所である。その忙しい最中に何の余裕があってルーマニアへ兵器を売ったりしていられるものぞ、それはルーマニアが連合国に荷担して干戈を執る場合以外には考えられない事だ。そうした推理からこの重大なる判断を下したのであった。

        　将軍の無造作な態度はパリ滞在中といえども相変わらずであった。社交の席でフランス婦人と対談するにも、いつもの癖で、その前で平気で靴下を脱ぎ、脱いだ靴下で足の指を拭き拭き話す。相手の婦人が顰蹙ひんしゅくしていても平気であった。

        　その当時フランスでは、懐中時計の鎖を黄金と白金とで交互に繋いだものが専ら流行し、苟も紳士と名のつく程のものは競ってそれを用いていた。

        　然るに秋山将軍は相変わらずの古ぼけた銀鎖で、おまけに時計も銀側と来ているので、日本にもさるものありと知られた秋山将軍程の人が、あの不体裁はといってフランス人が物笑いにするというので大使館館員などが気を揉んで、将軍にそれだけは止してくれといって執拗に迫ったものである。

        　が、将軍はいつもの流で黙って聞いているだけで、一向取り替える気色も見えない。仕方がないので大使館の連中も諦めていると、ある日散歩に行ってヒョッコリ帰って来た将軍の胸元を見ると、例の流行の金鎖をつけている上に、時計まで燦爛さんらんたる金時計に変わっているではないか。これで大使館員もホッとして、われらが忠告を容れて、流行品を買ってきた将軍の気持ちに対して心ひそかに感謝し、且つ満足した。

        　ところが豈あに図らんやである。

        　それから二三日過ぎたある日、将軍は大使館のある補佐官を連れて散歩に出たが、その途上で将軍は補佐官に言った。

        「何うだ君、君も僕のように新式の時計と鎖を買わないか。非常に安いぞ。実は吾輩、皆が余り五月蠅くいうんで、夜店で一つ買ったんだが、君も是非買い給えよ」

        その夜店物の時計というのは言うまでもなく鍍金メッキものであったのだ。

        　

        

    

    
        閑日月の一年

        　

        　大正五年の十月三十一日、将軍は長い欧米の旅から帰朝し、超えて十二月一日の定期異動で第二水雷戦隊司令官となった。

        　翌大正六年七月、病気療養のため海上勤務より転じて海軍将官会議議員の閑地に就いた。将軍は青年時代、兵学校を出てから今日に至るまで公務の繁忙裏に一身を委ねて、ほとんど私生活というものがなく、家庭のことも忘却していた。結婚してから多くの子女を挙げているけれども、あるいは出征し、あるいは艦上生活を営み、東京にあっても軍務局長の如き激職にあり、また愛国の一念から自ら進んで種々の方面に関係を持ち、間口の広い生活を営んでいたので、家庭などを碌々ろくろく顧みる暇がなかった。

        　それがこの時になって初めて閑日月を得る身になり、五十を過ぎたところで初めて将軍は私生活らしい私生活に触れ、家庭の一員として、改めて親しみを持つようになった。

        　その時分将軍は渋谷に住んで居たが、長男の大君や三男の中君を連れてよく四谷見附の三河屋へ牛肉を食いに行った。しかし初めから三河屋へ飯を食べに行こうというのではなく、「ちょっと散歩して来よう」といって出ては、結局三河屋へ寄ったのであった。

        　三河屋の帰りにはよく夜店をぶらついた。そして丸い蜜柑玉（今のドロップスのようなもの）を五銭ばかり買って子供に与え、また自分でもしゃぶりながら歩いたりした。その頃チョンマゲを結ってブッキリ飴（飴の中からおかめや天狗などが出て来るもの）を売っていたおやじがいて、それも買ったものだが、その飴屋の爺さんは今でも生きているはずだ。それから今の鹽町の所の角にあった本屋に立ち寄って本を漁って帰ることも屡々だった。

        　将軍は着物の柄の見立てなどもうまかった。夫人に「どれだけの丈があったら宜しいのか」と聞いて自分で子供の着物を買って来ることもあった

        　散歩の途次、呉服屋のショーウィンドの前に立って、よく陳列の呉服類を見ていた事があったが、そうした間に将軍はいつの間にか着物の柄の選択眼を養ったのだろう。つまり将軍は柄を見るのが好きだったし従って見立もうまくなったわけだろうが、大体図案的なものが好きでそうしたものを買っていた。楽焼などへ書いても図案風のものが多かった。焼き物や家具等も自分の好みのものを買ってきた。つまり将軍には将軍の好みがあり趣味があったわけである。

        　書画を書くことが大好きであったし、よく書画の売立があると行って目録を持って帰ってそれを見て書いた。それがまたなかなか器用で華山なら華山、文晁なら文晁の特色を直ぐに呑込んでうまい画を描いた。

        　晩年将軍が宗教に凝ったことは有名だし、これについて兎角の批評を下す者もあるが、凡そ宗教問題の如き内面的精神的なものを、うすっぺらな外観のみで批評するのは無理である。

        　宗教の事に関しては別頁「人物編」で詳述するからここでは省くが、将軍があれ程宗教に熱したに対して、令兄の好古大将が全然無宗教家であったのは、兄弟だけに兎角対照される。

        　好古将軍は日本のヒンデンブルグといわれ、あるいは辛夷の風格を有した典型的武将と言われた程で、全く武人的に完成された人だった。好古将軍は道徳以上に宗教性の必要を認めず、道徳の範囲で以て総てを解決し、その間何等疑義もなく些の動揺もなかった。

        　これに反して真之将軍は道徳にも宗教的基礎がなければいけないというのであった。そして死の直前まで死そのものが宗教であるか何うかを突っ込んで研究しようとした。真之将軍は、宗教研究家であって、しかも宗教信仰家にはなり得なかったようである。そこに癒されない悩みがあり、その問題を解決し得ずして逝いたのである。つまり疑義の前に動揺しつつ、最も真剣にこれを究めんとして究むるに時日が足らず、中途にして逝いたのである。

        

    

    
        将軍病む

        　

        　将軍はその年の十二月一日、中将に昇進したが病気未恢癒かいゆのため同時に待命仰せ付けられた。爾来閑地に在って専ら静養に努めたが、大正七年一月下旬に至り病気再発して遂に復た起たず、病床に在ること僅かに一週間、翌七年二月四日の霜白き暁、一世の英傑秋山真之将軍は蓋世がいせいの雄志と憂国の赤誠とを抱きながら溘焉こうえんとして逝かれた。死因は腹膜炎であったが、何といっても、その前に病んだ盲腸炎が因を為していた事は争われぬ。初め大正六年五月、将軍盲腸炎を病んで近藤博士の駿河台病院に入院加療した。病中非常の激痛に襲われたがこの苦痛も精神力で打ち勝って見せるといって病苦と闘った。

        　将軍日頃の宗教思想がこの病気で働いたのであった。将軍は病苦のために額に冷や汗を催しながら精神統一に力め、苦痛を斥けることに力めた。そして将軍は見事にそれに成功して苦痛を苦痛とせぬようになった。

        　その年の十二月四日付で、山下亀三郎氏に宛てた将軍の手紙が今も山下家に保管されている。世上では将軍が、主治医の意見に依って盲腸炎の切開手術を行う事になったのを謝絶し、「必ず自己の心霊の力によって治してみせる」と頑張り、不思議にも将軍の信念通り、精神力によって病は切開を用いずして一時治療したと伝えている。しかもこれは全く奇跡的で、あの時将軍は何といっても切開すればよかったと本多博士は言っていたといわれ、切開すれば病再発する事もなく、将軍の寿命はもっと保たれていたともいわれているが、山下亀三郎氏宛の将軍の書翰を見るとそれは全く世人の推測か、あるいは誤伝であることがはっきり判る。ただ如何に将軍がその間、精神修養に努めたかという事がこれらの書翰に依って充分窺知されるであろう。

        　

        　拝啓　一昨日は御来訪、小生今後の治療に付御懇示を辱し、御芳情感泣の至に御座候。右に付、早速本多医務局長の意見を叩き、同時に診断をも受けたる処、早速患部は殆ど全癒致し居り、唯だ心身の衰弱を快復すれば宜敷、切開手術はこの年齢者に対しては危険なきにあらざれば見合せとの事にて、三宅博士に見せるまでの事なしと申され、医務局長は大臣の内諭にて終始小生の治療を監督し近藤博士とも打ち合わせ居り候事なれば、小生としてはこれに従うの外無く、これまた大臣より何ヶ月にても元気快復するまで充分に休養せよとの直接訓諭もありて、余り随意に遠方に出歩くもその行為に背く嫌い有之候ゆえ、一昨日御話しの福岡行きは先ず見合す事と致し候。（中略）

        　元来小弟今次の病気に就而は先輩や友人親戚が親切に心配し呉れる半分も小生自身は心痛いたさず、今夏発病の際、危篤と認められても小生は生死を度外にし寸分の苦痛も訴えずに平然たりし事、四囲のものの知れる通りにて、小生は自己の運命が暫く斯くならざる可らざる所以を慥たしかに自覚致し居り、この有難き大病と病後の静養中に多年過ぐる能はざりし無上の修養を積み、啓発会得する処不少。実際心中には非常の愉快を感じ、他日大活動の素地初めて出来上がりたる心地致し居り、折角の修養今少し続け試み、将来の心身に寸分の弱味無きよ様致度、今日のところ身体に就而ついては最早掛念無しとの確信有。これなお心力の鍛錬に不足あれば四囲より身体を気遣い呉るを幸い、この好機会に主として心胆を練り置く内心に候得ば、必ず共に決して御心配被下くださる間敷まじく候。斯く申す内にも時勢は段々と切迫し来りたれば、これも長き間に無く、これ遠からず貴兄を安神せしむる時節必ず到来すべく候。

        　右は素より他人に語るべからざる処なれども、ただ貴兄の御信情に対し心中打明け申上置候。　匇々頓首

        　十二月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真之

        　山下仁兄侍史

        　

        

    

    
        大往生

        　

        　将軍臨終の地は相州小田原の山下亀三郎氏の別邸だった。将軍は何か重大なことで元老山形有朋元帥を二三度続けさまに訪問した。その山県元帥訪問の便宜のために山下氏の別邸に泊まっていたのだが、遂にそこで病んで起てなくなった。

        　山下氏も非常に心配して、山下家かかりつけの医者も招き、将軍の軍医監にも来て貰って、出来る限りの手を尽くしてみたが病勢は募るばかりだった。急を聞いて親友の白川義則大将、将軍に最も親炙しんしゃしていた桜井真清少将、森山慶三郎中将、清河純一中将、白石信成少将も馳せつけ枕頭を離れず看護に努めた。

        　令兄秋山好古将軍は検閲のために奥州白河に滞在中であったので直ちに山下氏から「何うも容体がよくない、余程重態のようだから直ぐ来てもらいたい」という意味の電信を打ったが、好古将軍からは「行かぬ、宜しく頼む」という簡単な返電があったばかりで帰って来られなかった。あとで山下氏が好古将軍の参謀、今の大将南次郎氏から聞いた話だというのだが、「あの時の返電は俺が書いた」と南大将自身が言っていたそうだ。好古将軍は真之将軍が逝去しても直ぐには帰って来られなかったが、特に陸軍大臣からの勧告により漸く葬儀前に帰京せられた。如何に好古将軍が古武士的な、武将らしい人であったかという事はこの一事でも明らかである。

        　真之将軍が山県元帥を訪ねたのは、帝国海軍に関することであって、将軍は「是非国家の元老として考えて貰いたい」とて余程重要な建言をしてという事で、これも後に山下氏が元帥から直接聞いた話だそうである。

        　病革ってからの将軍に就いては令息大氏の記憶を記したものがあり、塚原嘉一郎氏の隣室に於ける遺言の筆記があり、山下亀三郎氏、桜井真清少将、森山慶三郎、清河純一両中将等の記憶の綜合に依ってその詳細を記す事が出来る。

        　大正七年一月下旬、将軍から留守宅に宛て風邪との通知があったが二十八九日ころ足柄病院長の診断に依って盲腸炎再発の兆候があるということであったので季子夫人が小田原へ急行し、近藤博士、本多軍医総監、小林軍医中佐も相前後して小田原へ馳せつけた。二月一日には長男大氏も急行し、桜井真清、白石信成氏、それに当時坂巻の別荘にいた森山慶三郎氏等も馳せつけ、三日には二男固（青山家養子）、三男中、岳父稲生真履、秋山健子、塚原嘉一郎氏等も急行した。この前日の東京新聞は一斉に秋山将軍重態の報道を掲げたので、一般見舞客が踵を接して来訪した。

        　その夜の深更、将軍はいよいよ危篤に陥った。俗にいう「おはぐろどぶ」のような黒い血をカッと幾度も吐いた。枕頭には極めて少数の近親者のみが詰めていた。将軍は先ず長男の大氏を顧みて「お父さんは死ぬるんですよ」と極めてものしずかに死を宣し、室内は最も静寂清浄にすることを希望した。それからまた大氏に対して遺論する所があった。「宗教に依る人格の確立と、社会の救済」というような事であった。その間、口中が乾びていたと見えて、伏見若宮殿下（現在の元帥宮）から御下賜の果汁を以て常に口を湿おさせた。

        　四日午前三時頃、将軍は邸内にあった見舞客の人たちに対し最後の決別を為すべく病室に招じ「皆さんいろいろお世話になりました」云々。「これから独りで行きますから」云々と別辞を述べた。見舞客の中から微かに欷歔ききょの声が漏れた。しかし将軍は精神的には死の直前にある人とは思われない元気さであった。将軍は階下にまで聞こえるような、しかも機械のような早口で時局を論じ、国難の将に来るべきを予言し、対外的には国防の要を、対内的には思想の統一を切々と説いた。就中陸軍に関しては故白川義則大将に、海軍に関しては森山慶三郎中将を招いたが不在なので小林軍医中佐に対し大いに力説する所があった。「今日の情勢のままに推移したならば我国の前途は実に深憂すべき状態に陥るであろう。総ての点に於いて行詰を生じ恐るべき国難に遭遇せなければならないであろう。俺はもう死ぬるが、俺に代わって誰が今日の日本を救うか」というような激した口調であった。将軍は死ぬまで国家の前途を憂い、国家の憂いを自己の憂いとして嘆いた。最後の病床で絶叫した将軍の予言は不幸にして今日の国難日本を看破した大予言であった。今日まで将軍をして生かしめたならば何ういう大きな活躍をしているかわからない。塚原氏は隣室にあって将軍のこの遺言を筆記した。将軍は更に岳父稲生氏に対して「臨終の正念」に関して質疑した。これは稲生氏が仏教信者であったためだ。それから暫くしてふと思いだしたように「辞世というほどのものではないが」といって「不生不滅明けて烏の三羽かな」と口唱した。終わりの「かな」は聞き取れなかったが恐らく「かな」であったであろうという事である。「明けて鴉からすの」といったのは、そのころになって夜がしらじらと明け初め、夜明け鴉が何処かでカアカアと鳴いていたからであろう、将軍は二階の障子を全部開放たしめた。太陽の昇る前の相模灘の黎明が将軍にはまたとない爽やかなものに感ぜられたのであろう。「ああこれで気持ちがさっぱりした。今何時だ」と枕頭の人たちに聞いた。それから仰臥したままで、最早人に対せず、自ら念ずるが如く大氏と中氏とには「○は何をしろ」とハッキリと言い切ったが、青山家に行った固氏に対しては特に何等の遺言も与えなかった。これは固氏は既に青山家の人となっていたからであり、固氏は将軍をいつも「秋山のおじさん」と呼んでいたくらいであったからだ。青山芳得氏が実父であると信じていたからであって、将軍は死の刹那に於いてもその事を考慮し、わざと遺言を与えなかったのである。如何に将軍が最後まで頭脳明晰であったかがこれに依っても窺われるわけである。

        　暫くして将軍は山下亀三郎氏に対して握手を求めらるらしくあったので山下氏は進み寄った。すると将軍は「今まで君に何も頼んだことはなかったなあ」と言った。「うん何も頼まれた事はなかった」山下氏は答えた。「○○を頼む」「よし、子供の事は引き受けた」と山下氏がきっぱりといった。看護していた健子さんにも何か私語した。それから口中に平常持誦していた般若心経と教育勅語とを交互に誦しながら遂に溘焉として逝去した。相模灘には太陽が漸く昇らんとして水平線上稍紅を呈していた森山慶三郎氏は急を聞いて馳せつけたが遂に臨終の間に合わず暗然として萬斛の涙を呑んだ。

        　桜井真清氏は直ちに報告等のために上京、海軍省に赴き、遺骸は同日山下氏別邸を出て国府津まで森山、白石両氏が徒歩で付き添って夕刻帰京した。

        　小田原の山下氏別邸は震災のために壊れて記念すべき将軍臨終の二階も可惜建直されてしまったが、本編初頭に掲げた写真は当時のものである。別邸の位置は箱根に向かって右、山手の方で当時も今も変わりはない。

        　将軍逝く時五十一、人間正に理知円熟し、情意渾融し、半世の建業漸くその果を結ばんとする働き盛り分別盛りであった。惜しむべし天かの人に寿を籍さず、俊傑満腔の経論空しく湘南暁の霜と消え去ったのは洵に国家の大損失と謂うべきであった。惟うに将軍の寿や長しと云うを得ざるも、その君国に尽くしたる勲績は常人千人の及ぶ所にあらず、日露戦役の一事を見るも連合艦隊参謀秋山真之の偉功と英名とは万古に輝くであろう。

        　

        

    

    
        葬儀、追悼会

        　

        　将軍の訃伝わるや国を挙げて哀惜せざるを得なかった。あるいは未来の海相と目せられ、あるいは首相とまで嘱目されていた将軍のこの突然の卒去は洵に意外であり知るも知らぬも深き哀悼の意を表した。

        　越えて二月七日、青山斎場に於いて盛大なる葬儀が営まれた。

        　葬儀に臨んで葬儀委員たることを志願するものの余りに多数なるに驚かされた。殊にそれが海軍部内に多かったのは自然の数でもあろうが、海軍省および近親者の希望で、、部内からは将軍同級の親友たる森山中将を葬儀委員長に挙げ、あとは皆郷党の者で取り運んだ。葬儀の日、斎場は朝野の顕官名士で埋められ、伊集院元帥と森山中将によって弔辞が朗読された。

        　斯くして将軍の英霊は永とこしえに青山墓地に眠ったのであるが、越えて同年六月十五日、芝青松寺に於いて将軍に対する追悼会が催された。この追悼会に際し、発起人たることを承諾した朝野の名士実に百三十人、軍部は固より時の総理大臣、閣僚を始め政界、学会、実業界、法曹界そのほか各方面の名士を網羅し、生前将軍の働きがいかに多面多角であったかを窺うに足るものがあった。

        　この追悼会では、寄贈金が多くて会費が余ったというので、将軍の人望厚きを物語る好話柄にもなっている。

        　追悼会の席上、時の軍令部長島村速雄大将が将軍に対する追悼講演をされたが、その草案を作るのに島村大将は二三日軍令部長室に立て籠もり、殆ど余事を顧みずして専らこれが作成に力められたという程で、言々句々追悼の赤誠が現れ、しかも偉大なりし将軍の功績を説いて余すところなく故人のために心からなる知己の言葉であって、家族、友人を始め聞く者をして感泣措く能はざらしめた。誠に名公演中の名講演ともいうべきであった。

        　追悼会後、紅葉館で晩餐会が催されたが、その席上で、老年の女中頭が「わたしも三十年近く勤めまして色々の席に侍って居りますが、今日の会合ほどお集まりの方々の方面の多いのは初めてであります」といったそうだ。これを見ても将軍が独り軍人、政治家ばかりでなく、社会の各方面に亙り知己交友を持ち、敬慕されていたという事が判る。

        　

        ―完―　

        　

        

        　

        　平成二十五年三月一六日　初版
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